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三
上
一
夫
先
生
の
幕
末
維
新
史
研
究
に
つ
い
て

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

本
稿
は
昨
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
二
日
に
実
施
さ
れ
た
、
第
一
七
回
福
井
県

史
研
究
大
会
（
於
、
福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
）
に
お
い
て
本
テ
ー
マ
で

発
表
し
た
内
容
を
、
そ
の
と
き
の
レ
ジ
ュ
メ
と
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
部
順
序
の
入
れ
替
え
や
修
正
を
行
い
、
ま
た
新
た
に
付

け
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　

三
上
一
夫
先
生
は
昨
年
七
月
二
八
日
に
逝
去
さ
れ
た
（
享
年
九
十
二
歳
）。

一
九
二
一
年
朝
鮮
京
城
府
に
生
ま
れ
、
戦
後
に
な
っ
て
両
親
の
出
身
地
福
井
に

住
ま
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
教
育
界
に
身
を
投
じ
る
か
た
わ
ら
、
近
世
・
近
代

史
の
研
究
に
邁
進
さ
れ
、
多
大
の
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
。
晩
年
に
は
ご
家
庭
の

事
情
か
ら
東
京
に
移
ら
れ
た
が
、
最
後
ま
で
研
究
へ
の
情
熱
は
衰
え
な
か
っ
た

と
お
聞
き
す
る
。
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

本
稿
は
右
の
よ
う
な
先
生
の
業
績
を
し
の
び
、今
後
そ
れ
ら
を
ど
う
総
括
し
、

継
承
発
展
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
筆
者
に
は

先
生
の
全
業
績
を
見
通
し
、
理
解
す
る
力
は
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
関
心
の

あ
る
福
井
の
幕
末
維
新
史
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
先
生
の
研
究
業
績
に
つ
い
て
は
長
野
栄
俊
氏
に
よ
る
詳
細
な
報
告
が

「
三
上
一
夫
先
生 

略
歴･

業
績
目
録
」
と
題
し
て
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
本
稿
で
は
こ
れ
に
全
面
的
に
依
拠
し
、
引
用
等
に
つ
い
て
は
、
単
著
は

そ
の
番
号
、
論
文
等
は
そ
れ
ら
の
分
類
と
発
表
年
月
を
用
い
た
。
出
版
元
や
所

載
誌
、
及
び
そ
の
号
数
等
は
省
い
た
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
学
問
的
な
見
地
に

基
づ
き
た
く
、
以
下
、
三
上
先
生
を
は
じ
め
研
究
者
名
に
は
「
氏
」
を
付
け
、

他
の
敬
語
・
丁
寧
語
等
は
原
則
省
略
し
た
。

　
　
　

一　

多
大
の
研
究
業
績

　

三
上
氏
の
研
究
業
績
を
考
え
る
と
き
、
第
一
に
驚
く
の
は
精
力
的
な
執
筆
活

―
特
集
　
追
悼
・
三
上
一
夫
―

　
三
上
一
夫
先
生
の
幕
末
維
新
史
研
究
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　

本
　
川
　
幹
　
男
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動
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
、
三
十
一
歳
で
県
立
藤
島
高
校
の
教
壇
に
立
つ
や
、

間
も
な
く
同
校
百
年
史
の
編
さ
ん
に
関
係
し
た
の
が
始
ま
り
で
は
な
い
か
と
推

察
す
る
。
た
だ
し
直
接
歴
史
研
究
の
論
文
を
発
表
す
る
の
は
、
福
井
商
業
高

校
に
転
勤
し
て
後
の
六
〇
年
代
後
半
、
四
十
歳
代
半
ば
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

六
六
年
「
橋
本
左
内
の
洋
学
観
」
を
皮
切
り
に
、
同
年
更
に
左
内
関
係
を
二
本

出
し
、
翌
六
七
年
に
は
生
涯
の
中
で
も
っ
と
も
多
い
一
〇
本
も
発
表
し
た
。
そ

れ
以
降
は
各
年
一
～
四
本
に
終
始
す
る
。
や
が
て
七
四
年
、
新
書
版
な
が
ら
初

の
単
著
①
『
幕
末
の
越
前
藩
』
を
刊
行
し
、
五
年
後
の
七
九
年
に
は
②
『
公
武

合
体
論
の
研
究
―
越
前
藩
幕
末
維
新
史
分
析
―
』
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
の

後
も
発
刊
が
相
次
ぎ
、
二
〇
〇
四
年
、
八
十
二
歳
ま
で
に
単
著
一
二
冊
、
編
著

五
冊
を
出
版
し
た
。
ま
た
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
長
期
間
編
集
・
執
筆
に
責
任
あ

る
立
場
で
携
わ
っ
た
福
井
県
史
（
近
現
代
史
部
会
副
部
会
長
）・
福
井
市
史
（
近

現
代
史
部
会
部
会
長
）・
教
育
史
な
ど
の
自
治
体
史
関
係
の
刊
行
物
も
随
分
の

数
に
な
る
。

　

更
に
生
涯
に
発
表
し
た
論
文
数
が
七
七
本
、
そ
れ
に
歴
史
関
係
の
講
演
・
対

談
、
書
評
・
新
刊
紹
介
、
あ
る
い
は
一
般
読
者
を
対
象
に
し
た
読
み
物
や
随
想

等
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
以
下
、
研
究
発
表
物
に
つ
い
て
年
代
を
追
い
少
し
具

体
的
に
見
て
お
こ
う
。

一
九
六
〇
年
代

　

論
文
発
表
が
始
ま
っ
た
六
〇
年
代
後
半
の
テ
ー
マ
は
お
よ
そ
二
つ
に
集
約
で

き
る
。
一
つ
は
幕
末
の
福
井
藩
に
関
す
る
も
の
で
、
橋
本
左
内
・
由
利
公
正
の

思
想
や
政
治
活
動
を
主
と
す
る
。
共
に
支
配
の
立
場
か
ら
福
井
藩
の
藩
政
改
革

と
対
外
危
機
に
ど
う
対
処
し
た
か
を
、
藩
主
松
平
慶
永
（
春
嶽
、
以
下
「
春

嶽
」
で
統
一
す
る
）
や
横
井
小
楠
を
含
め
て
論
じ
、
維
新
変
革
に
つ
な
が
る
か

れ
ら
の
思
想
的
・
政
治
的
役
割
を
高
く
評
価
し
た
。
い
ま
一
つ
は
、
明
和
六
年

（
一
八
六
八
）の
福
井
藩
百
姓
一
揆
と
明
治
六
年（
一
八
七
三
）の
越
前「
護
法
一
揆
」

で
あ
る
。
民
衆
運
動
に
焦
点
を
あ
て
、
明
和
一
揆
は
福
井
藩
政
を
質
的
に
転
換

さ
せ
、
ま
た
護
法
一
揆
で
は
専
制
的
な
明
治
新
政
と
対
決
し
た
と
そ
の
意
義
を

強
調
し
た
。
こ
の
時
期
、
二
つ
の
テ
ー
マ
は
並
行
し
て
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

一
九
七
〇
年
代

　

こ
の
時
期
の
論
文
数
は
、
公
務
が
多
忙
の
た
め
も
あ
っ
て
か
年
に
一
、二
本

と
多
く
な
い
。
け
れ
ど
も
研
究
は
進
み
、七
四
年
、五
十
二
歳
で
前
述
の
①
『
幕

末
の
越
前
藩
』
を
上
梓
し
た
。
新
書
版
で
市
民
向
け
な
が
ら
、
幕
末
福
井
藩
を

初
め
て
通
史
的
に
ま
と
め
た
労
作
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
は
福
井
藩
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
挙
藩
上
洛

計
画
や
そ
の
後
の
長
州
出
兵
問
題
、
松
平
春
嶽
と
勝
海
舟
と
の
関
係
な
ど
、
福

井
藩
を
中
央
政
治
と
関
わ
る
研
究
が
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
と
前
代
の

研
究
を
ま
と
め
て
刊
行
し
た
の
が
先
の
②
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』
で
あ
る
。

幕
末
の
福
井
藩
が
改
革
を
通
し
て
「
雄
藩
」
と
し
て
台
頭
し
、
維
新
変
革
に
公

武
合
体
論
に
よ
っ
て
独
自
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代

　

こ
の
時
期
、
三
上
氏
は
福
井
県
教
育
研
究
所
所
長
を
最
後
に
大
学
に
職
場
を

移
し
、
研
究
面
で
も
新
た
な
飛
躍
を
と
げ
た
。
そ
れ
に
は
直
前
の
七
八
年
か
ら

福
井
県
史
、
八
一
年
に
福
井
市
史
が
始
ま
り
、
両
自
治
体
史
の
近
現
代
史
部
会

を
指
導
し
、
調
査
か
ら
執
筆
に
い
た
る
重
責
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大

き
い
。
研
究
範
囲
は
一
挙
に
昭
和
期
ま
で
拡
大
し
た
が
、
積
極
的
に
テ
ー
マ
を
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設
定
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

か
く
し
て
新
た
な
成
果
を
次
つ
ぎ
と
発
表
し
て
い
っ
た
。
こ
の
一
〇
年
の
間

に
『
福
井
県
史
』
資
料
編
近
現
代
十
～
十
二
が
公
刊
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
並

行
し
つ
つ
、
⑥
『
日
本
近
代
化
の
研
究
』、
⑦
『
明
治
初
年
真
宗
門
徒
大
決
起

の
研
究
』、
⑧
『
日
本
近
代
化
と
真
宗
地
帯
の
研
究
』、
と
三
冊
の
著
書
を
出
版

す
る
。
他
に
も
八
二
年
④
『
福
井
藩
の
歴
史
』、八
五
年
⑤
『
福
井
県
の
教
育
史
』

が
あ
り
、
ま
た
論
文
は
明
治
前
期
と
昭
和
前
期
を
中
心
に
毎
年
二
～
四
本
に
及

ん
だ
。
驚
く
べ
き
仕
事
ぶ
り
で
あ
る
。

　

し
か
も
こ
の
時
期
が
終
わ
っ
た
一
九
九
〇
年
に
は
③
『
公
武
合
体
論
の
研
究 

［
改
訂
版
］』
の
刊
行
に
踏
み
切
っ
た
。
前
著
②
に
つ
い
て
一
部
章
節
の
削
除
や

増
補
を
行
っ
た
も
の
で
、
よ
り
明
確
に
明
治
維
新
史
の
研
究
書
と
し
て
世
に
問

う
構
成
と
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代

　

九
〇
年
代
に
入
る
と
出
版
の
勢
い
は
弱
ま
る
。
だ
が
、
精
力
的
な
研
究
は
相

変
わ
ら
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
福
井
県
史
は
資
料
編
を
終
え
て
通
史
編
に

入
り
、
福
井
市
史
は
資
料
編
三
巻
を
次
つ
ぎ
と
刊
行
し
て
い
た
。
三
上
氏
は
そ

れ
ら
を
こ
な
し
つ
つ
、
更
に
新
た
な
目
標
に
進
ん
だ
。
研
究
を
始
め
た
当
初
か

ら
注
目
し
て
き
た
横
井
小
楠
思
想
の
本
格
的
な
研
究
で
あ
る
。
実
際
、
発
表
論

文
の
テ
ー
マ
の
ほ
と
ん
ど
は
小
楠
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
九
六
年
⑩

『
横
井
小
楠
の
新
政
治
社
会
像
―
幕
末
維
新
変
革
の
軌
跡
―
』
に
結
実
し
、
ま

た
市
民
向
け
に
九
八
年
『
横
井
小
楠
の
す
べ
て
』、
九
九
年
⑪
『
横
井
小
楠
―

そ
の
思
想
と
行
動
―
』
の
発
刊
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
九
四
年
に
発
足
し
た
全

国
横
井
小
楠
研
究
会
へ
参
加
し
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

二
〇
〇
〇
年
以
降

　

二
〇
〇
二
年
、
氏
は
八
十
歳
を
迎
え
、
さ
す
が
に
無
理
は
で
き
な
く
な
っ
て

き
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
前
後
の
九
七
年
か
ら
〇
一
年
に
か
け
、
横
井

小
楠
・
松
平
春
嶽
・
由
利
公
正
の
各
「
す
べ
て
」
と
題
す
る
編
著
に
尽
力
し
、

〇
四
年
に
は
や
は
り
市
民
向
け
な
が
ら
力
を
こ
め
た
⑫
『
幕
末
維
新
と
松
平
春

嶽
』
を
出
版
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
最
後
に
単
著
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
そ

の
後
も
論
文
発
表
は
続
く
が
小
品
が
主
で
、
テ
ー
マ
も
特
に
定
め
て
は
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

　
　
　

二　
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』
に
つ
い
て

　

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
三
上
氏
の
業
績
は
多
岐
に
わ
た
り
、
論
著
も
大

変
多
い
。
し
か
し
、
主
著
を
挙
げ
る
な
ら
前
掲
の
②
『
公
武
合
体
論
の
研
究
―

越
前
藩
幕
末
維
新
史
分
析
―
』
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
書
は
そ
れ
ま
で
の
福
井
藩

政
、
と
り
わ
け
幕
末
の
福
井
藩
史
を
可
能
な
限
り
史
（
資
）
料
を
集
め
て
分
析

し
ま
と
め
た
も
の
で
、
明
治
維
新
に
関
わ
る
初
の
本
格
的
研
究
書
で
あ
る
。
そ

の
基
本
視
角
と
し
て
氏
は
次
の
五
点
を
示
し
た
（
序
言
八
ペ
ー
ジ
）。

　
　

一�

、
深
刻
な
財
政
難
に
あ
え
ぐ
藩
政
が
い
か
に
し
て
「
雄
藩
」
へ
の
端
緒

的
契
機
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
か
。

　
　

一�

、
藩
政
改
革
派
に
よ
っ
て
、
早
期
的
に
い
か
な
る
開
明
的
論
策
が
画
策

さ
れ
、
そ
れ
が
藩
政
改
革
に
お
い
て
い
か
に
具
体
化
さ
れ
た
か
。

　
　

一�

、
全
国
的
統
一
国
家
へ
の
変
革
過
程
の
な
か
で
、
中
央
政
局
に
対
し
て

い
か
に
公
武
合
体
路
線
を
実
現
し
ょ
う
と
し
た
か
。
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一�

、
幕
末
維
新
期
を
通
じ
て
い
ち
ず
に
公
武
合
体
路
線
の
追
求
に
終
始
し

得
た
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
　

一�
、
明
治
維
新
政
権
の
創
出
に
当
た
り
、
公
議
政
体
路
線
が
い
か
な
る
重

要
な
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
た
か
。

　

こ
れ
に
は
氏
独
自
の
維
新
史
研
究
を
整
理
し
た
上
で
の
問
題
意
識
が
あ
っ

た
。
当
時
（
六
〇
年
代
）、
明
治
維
新
の
研
究
で
は
国
際
的
契
機
と
国
内
的
契

機
を
め
ぐ
る
論
争
が
注
目
さ
れ
た
。
氏
は
前
者
の
外
圧
へ
の
対
応
を
重
視
し
、

当
時
の
日
本
が
半
植
民
地
化
の
危
機
に
ど
う
対
応
し
、
統
一
国
家
を
形
成
し
え

た
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
課
題
だ
と
し
た
。

　

本
書
は
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
、
全
体
を
第
一
篇
と
第
二
篇
に
分
け
、
次

の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

　
　
　

序
言

　
　

第
一
篇　

藩
政
改
革
路
線
と
そ
の
影
響

　
　
　

第
一
章　

藩
財
政
窮
迫
化
の
実
相

　
　
　

第
二
章　
「
雄
藩
」
推
転
へ
の
胎
動

　
　
　

第
三
章　

軍
制
改
革
と
強
兵
策
の
展
開

　
　
　

第
四
章　
「
重
商
主
義
」
的
藩
論
の
形
成

　
　
　

第
五
章  「
民
富
論
」
的
富
国
策
の
推
進

　
　
　

第
六
章　

統
一
国
家
論
具
体
化
の
画
策

　
　

第
二
篇　

公
武
合
体
路
線
と
そ
の
展
開

　
　
　

第
一
章　

文
久
期
幕
政
改
革
の
推
進

　
　
　

第
二
章　

張
紙
、
檄
文
等
に
み
る
尊
攘
派
の
動
向

　
　
　

第
三
章　

越
前
藩
の
挙
藩
上
洛
の
計
画     

　
　
　

第
四
章　

第
二
次
征
長
へ
の
反
応
、
そ
の
動
向

　
　
　

第
五
章　

維
新
へ
の
公
議
政
体
論
的
対
応
、
そ
の
挫
折

　
　
　

結
論

　

第
一
篇
第
一
章
は
、
藩
財
政
の
窮
乏
と
領
民
が
起
こ
し
た
明
和
五
年
百
姓
一

揆
を
取
り
上
げ
、
矛
盾
の
激
化
と
藩
の
反
動
的
対
応
を
扱
う
。
第
二
章
は
天
保

期
に
飛
び
、
新
藩
主
慶
永
の
下
で
改
革
派
が
出
現
し
、
そ
れ
が
「
雄
藩
」
に
飛

躍
す
る
契
機
を
生
ん
だ
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
天
保
・
弘
化
期
を
中
心
と
し
た

農
民
層
分
解
や
商
品
経
済
の
進
展
と
藩
の
専
売
制
を
考
察
し
、
次
の
本
格
的
な

改
革
に
期
待
を
向
け
る
。
第
三
章
は
外
圧
に
対
応
し
て
洋
式
軍
制
の
整
備
を
目

指
す
も
の
の
、
藩
単
位
で
は
限
界
が
あ
る
と
し
て
「
雄
藩
」
が
連
合
し
た
統
一

国
家
に
向
か
う
こ
と
を
示
唆
し
た
。
第
四
章
は
橋
本
左
内
の
積
極
的
開
国
通
商

論
と
、
民
富
を
基
礎
に
国
富
を
図
る
横
井
小
楠
の
殖
産
興
業
策
と
を
つ
な
ぎ
、

藩
の
重
商
主
義
策
が
確
立
さ
れ
る
と
す
る
。
第
五
章
は
そ
の
重
商
主
義
策
に
焦

点
を
あ
て
、
安
政
期
藩
政
改
革
が
民
富
に
基
づ
く
富
国
策
に
向
か
い
、
藩
に
よ

る
絶
対
主
義
へ
の
傾
斜
が
始
ま
る
と
し
た
。
こ
う
し
て
第
六
章
で
は
、
福
井
藩

は
統
一
国
家
像
を
「
雄
藩
」
大
名
連
合
政
権
と
し
て
構
想
し
、
ま
ず
は
将
軍
継

嗣
に
関
わ
る
一
橋
派
と
し
て
政
治
の
舞
台
に
躍
り
出
た
と
す
る
。

　

第
二
篇
は
福
井
藩
が
統
一
国
家
を
目
指
し
、
公
武
合
体
策
を
強
力
に
推
進
す

る
政
治
運
動
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
具
体
的
に
は
先
ず
第
一
章
、
次
に
第
三
章

が
重
要
で
あ
る
。
松
平
春
嶽
が
文
久
二
年
に
政
治
総
裁
職
に
就
任
し
、
政
治
顧

問
の
横
井
小
楠
と
共
に
幕
政
改
革
を
進
め
、
翌
年
夏
に
は
春
の
上
京
失
敗
を
踏

ま
え
挙
藩
上
洛
を
計
画
し
た
。
だ
が
、
こ
の
計
画
は
挫
折
し
、
藩
内
の
横
井
小

楠
を
中
心
と
す
る
積
極
的
改
革
派
は
追
放
さ
れ
た
。春
嶽
は
政
権
を
立
て
直
し
、
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再
び
公
武
合
体
論
の
立
場
で
運
動
を
進
め
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
も
公
武
合

体
派
は
尊
攘
派
と
の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
内
部
分
裂
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
説
く
。

第
四
章
は
そ
れ
を
第
二
次
長
州
出
兵
問
題
を
通
し
て
論
じ
、
春
嶽
は
こ
れ
を
内

戦
の
危
機
と
み
た
と
す
る
。
よ
っ
て
第
五
章
で
は
土
佐
藩
と
共
に
大
政
奉
還
を

画
策
し
、
公
議
政
体
論
を
基
調
と
す
る
新
政
権
の
実
現
に
尽
力
し
た
。
そ
の
結

果
、
倒
幕
派
に
敗
れ
は
す
る
が
、
一
定
の
成
果
を
生
み
、
由
利
公
正
に
代
表
さ

れ
る
五
箇
条
の
誓
文
や
財
政
策
に
つ
な
が
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
福
井
藩
が
藩
政
改
革
を
成
功
さ
せ
、
維
新
変
革
に

公
武
合
体
・
公
議
政
体
路
線
を
も
っ
て
加
わ
り
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と

評
価
す
る
。
限
界
は
あ
る
が
倒
幕
派
路
線
に
対
抗
す
る
「
パ
ラ
レ
ル
」
な
存
在

感
を
持
ち
続
け
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
と
論
じ
切
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
は
、
初
版
か
ら
一
二
年
後
の
一
九
九
〇
年
、
改
訂
版
に
変

え
て
再
発
行
さ
れ
た
。
基
本
的
な
視
角
や
展
開
方
法
は
変
わ
ら
な
い
が
、
章
・

節
の
構
成
は
か
な
り
改
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
篇
で
第
一
章
と
第

四
章
、
及
び
第
二
篇
の
第
二
章
が
削
除
さ
れ
、
両
篇
と
も
四
章
構
成
と
な
っ
た
。

ま
た
第
二
篇
第
五
章
の
五
・
六
節
を
削
除
し
、
改
訂
版
に
は
新
し
く
五
～
十
節

を
加
え
た
。

　

改
訂
の
理
由
は
、「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
初
版
刊
行
以
後
の
福
井
県
史

や
福
井
市
史
事
業
の
開
始
に
よ
り
、
福
井
県
近
現
代
史
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た

結
果
と
い
う
。
と
り
わ
け
明
治
六
年
「
越
前
護
法
大
一
揆
」
や
「
越
前
地
租
改

正
反
対
運
動
」「
越
前
自
由
民
権
運
動
」
と
い
っ
た
越
前
の
「
民
衆
層
の
動
向
」

を
詳
細
に
検
討
す
る
中
で
、「
越
前
藩
」の「
公
議
政
体
路
線
」の「
歴
史
的
性
格
」

を
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
た
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
八
〇
年
代
は
近

現
代
史
に
没
頭
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
三
冊
を
発
刊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
頷

け
る
。

　

注
意
し
た
い
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
す
る
の
は
、
日
本
の
近
代
化
、

と
り
わ
け
〝
上
か
ら
〟
の
「
近
代
化
」
に
対
抗
す
る
〝
下
か
ら
〟
の
「
近
代
化
」

へ
の
着
目
で
あ
る
。
⑦
『
明
治
初
年
真
宗
門
徒
大
決
起
の
研
究
』
は
そ
の
こ
と

と
関
わ
り
、
こ
こ
で
は
一
揆
側
の
攻
撃
対
象
の
分
析
か
ら
、
百
姓
一
揆
の
性
格

を
示
す
「
世
直
し
型
」
と
「
惣
百
姓
型
」
の
双
方
を
併
せ
持
つ
と
し
、〝
下
か
ら
〟

の
「
日
本
の
近
代
化
」
に
向
き
合
う
民
衆
運
動
だ
と
み
な
し
た
。
し
た
が
っ
て

氏
に
と
っ
て
本
書
の
意
義
は
大
き
く
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」
で
は
『
公
武
合
体

論
』
の
「
姉
妹
本
と
し
て
の
性
格
を
も
た
せ
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
両
者
相

ま
っ
て
越
前
が
目
指
し
た
「
近
代
化
」
の
道
筋
を
統
一
的
に
把
握
で
き
る
と
確

信
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

三　

横
井
小
楠
の
思
想
研
究
、
他

　

一
九
九
六
年
出
版
の
⑩
『
横
井
小
楠
の
新
政
治
社
会
像
―
幕
末
維
新
変
革
の

軌
跡
―
』
は
、
三
上
氏
の
研
究
が
新
た
な
段
階
に
到
達
し
た
こ
と
を
示
す
著
作

で
あ
る
。
横
井
小
楠
に
つ
い
て
は
、
研
究
を
開
始
し
た
六
〇
年
代
か
ら
橋
本
左
内

や
由
利
公
正
と
関
わ
っ
て
取
り
上
げ
、六
七
年
に
は
論
考
「
横
井
小
楠
の
富
国
策
」

を
発
表
し
た
。
し
た
が
っ
て
小
楠
は
当
初
か
ら
主
要
な
研
究
対
象
で
あ
っ
た
。
主

著『
公
武
合
体
論
の
研
究
』で
は
、福
井
藩
の「
民
富
論
」に
基
づ
く
殖
産
興
業
策
、

文
久
期
の
幕
政
改
革
推
進
、
同
三
年
の
挙
藩
上
洛
、
公
議
政
体
論
等
を
扱
っ
た

各
章
で
、
い
ず
れ
も
小
楠
の
思
想
と
政
策
論
を
主
軸
に
展
開
し
て
い
る
。
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け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
幕
末
の
福
井
藩
史
や
公
武
合
体
運
動
に
主

眼
を
置
い
て
い
た
。
今
度
は
正
面
か
ら
小
楠
と
向
き
合
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
熊
本
で
か
れ
を
再
認
識
し
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
そ
の
後
九
四
年
に
は
（
全
国
）
横
井
小
楠
研
究
会
が

発
足
し
、
氏
も
発
起
人
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る
。
こ
う
し
て
小
楠
へ
の
全
国

的
な
関
心
が
深
ま
る
中
、
本
書
の
刊
行
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

本
書
の
課
題
は
「
小
楠
の
目
指
す
政
治
社
会
・
経
済
像
に
か
か
わ
る
思
想
と

行
動
の
軌
跡
、
そ
れ
に
彼
の
門
弟
へ
の
著
し
い
影
響
力
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
検

討
」（
序
章
）
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
構
成
は
序
章
と
一
～
九
章
及
び
終
章
を

加
え
た
全
一
一
章
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
を
恣
意
的
な
が
ら
更
に
ま
と
め
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①
小
楠
思
想
研
究
の
深
化
（
革
新
性
）

　
　

②
幕
末
期
、
福
井
・
熊
本
両
藩
の
藩
政
改
革
へ
の
対
応
と
異
同
性

　
　

③�

開
国
論
、
露
・
英
観
、
海
軍
設
立
論
等
に
関
す
る
小
楠
論
と
福
井
藩
論

の
進
展

　
　

④�

文
久
二
年
小
楠
の
「
国
是
七
条
」
に
よ
る
幕
政
改
革
の
意
義
と
攘
夷
論

激
化
へ
の
対
応

　
　

⑤
文
久
三
年
福
井
藩
の
「
挙
藩
上
洛
計
画
」
と
小
楠
の
「
公
議
論
」

　
　

⑥
明
治
前
期
自
由
民
権
運
動
に
み
る
両
藩
の
小
楠
路
線
継
承
と
異
同
性

　
　

⑦
小
楠
思
想
の
国
際
社
会
観
と
近
代
日
本
を
見
通
し
た
小
楠
哲
学
の
意
義

　

こ
れ
で
明
白
な
よ
う
に
、本
書
は
ま
ず
当
時
の
小
楠
思
想
の
研
究
の
深
ま
り
、

特
に
そ
の
経
世
論
や
国
際
社
会
観
を
踏
ま
え
た
開
明
性
、
普
遍
性
を
再
確
認
す

る
。
そ
の
上
で
小
楠
の
政
治
・
社
会
論
に
対
し
幕
末
の
福
井
藩
と
熊
本
藩
、
近

代
福
井
県
と
熊
本
県
が
ど
う
対
応
し
た
か
を
探
り
、
そ
の
「
異
同
性
」
を
追
求

し
た
。
軸
足
は
福
井
に
あ
る
が
、
熊
本
と
福
井
そ
れ
ぞ
れ
が
小
楠
思
想
を
ど
う

理
解
し
、
実
践
的
に
ど
う
継
承
し
た
か
を
対
比
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

終
章
に
よ
れ
ば
、
共
に
「
真
の
近
代
化
」
を
目
指
す
「
下
か
ら
の
近
代
化
」
の

政
治
社
会
像
を
懸
命
に
追
求
し
た
」も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
氏
は
、

小
楠
の
政
治
思
想
や
経
世
論
が
机
上
に
終
わ
ら
ず
、
明
治
期
の
福
井
、
熊
本
で

は
実
践
的
に
受
け
継
が
れ
た
と
確
信
を
も
っ
た
。

　

そ
の
後
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
小
楠
の
思
想
や
人
物
像
を
説
い
た
一
般

書
二
冊
を
刊
行
す
る
。
か
れ
の
思
想
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
一
つ
の
ブ
ー
ム
と

な
る
が
、
三
上
氏
の
仕
事
は
そ
の
点
で
も
一
定
の
位
置
を
占
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　

三
上
氏
は
す
で
に
示
し
た
通
り
、
他
に
も
『
松
平
春
嶽
の
す
べ
て
』、『
由
利

公
正
の
す
べ
て
』
を
編
著
で
出
し
、
二
〇
〇
四
年
に
は
著
書
⑫
『
幕
末
維
新
と

松
平
春
嶽
』
を
出
版
し
た
。
⑫
が
最
後
の
著
書
で
あ
る
が
、
本
書
は
一
般
書
な

が
ら
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
集
約
す
る
よ
う
な
、
思
い
の
こ
も
っ
た
内
容
と

い
っ
て
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
本
書
が
「
第
一
章　

雄
藩
へ
の
進
展
」
か
ら
「
第

五
章　

維
新
政
権
へ
」
へ
と
続
き
、「
第
六
章　

近
代
日
本
へ
の
英
知
」
で
締

め
く
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
も
っ
と
も
、
第
六
章
の
タ
イ
ト
ル

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
学
問
的
な
面
よ
り
も
、
人
生
観
を
込
め
た
啓
蒙
書
の

色
彩
が
濃
い
。
そ
の
こ
と
は
春
嶽
を
、「『
日
本
近
代
化
』
の
望
ま
し
い
議
会
制

統
一
国
家
を
真
剣
に
追
求
し
た
」
人
物
と
称
え
、
か
れ
の
「
類
い
ま
れ
な
啓
発

力
に
精
い
っ
ぱ
い
照
明
を
あ
て
る
」
こ
と
を
本
書
の
課
題
と
す
る
、
と
述
べ
て

い
る
点
に
も
現
れ
て
い
る
。
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四　

研
究
の
成
果
と
今
後
の
課
題

　
　
（
一
）
三
上
氏
の
到
達
点

　

重
ね
て
い
う
が
、
三
上
氏
の
研
究
業
績
は
多
大
な
も
の
が
あ
る
。
研
究
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
一
貫
し
て
福
井
に
置
き
、
幕
末
の
福
井
藩
が
明
治
維
新
に
深
く

関
与
し
て
公
武
合
体
運
動
や
公
議
政
体
論
を
主
導
し
た
と
意
義
づ
け
た
。
し
か

も
そ
の
精
神
は
近
代
に
も
継
承
さ
れ
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
結
論
づ
け

て
い
る
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
る
。
特
に
力
点
を
置
い
た
の
は
次
の
点
だ
ろ
う
。

　
　

①�

幕
末
の
福
井
藩
は
安
政
期
に
藩
政
改
革
を
成
功
さ
せ
、「
雄
藩
」
と
し

て
台
頭
し
た
。

　
　

②�

横
井
小
楠
の
思
想
指
導
に
よ
っ
て
「
民
富
論
」「
富
国
論
」
を
重
視
し

た
殖
産
興
業
策
を
成
功
さ
せ
、
政
治
的
に
は
公
武
合
体
路
線
に
よ
る
内

外
の
危
機
打
開
を
は
か
っ
た
。

　
　

③�

公
武
合
体
運
動
は
幕
府
保
守
派
と
討
幕
派
の
前
に
破
れ
た
が
、
福
井
藩

が
主
導
し
た
殖
産
興
業
策
と
公
議
政
体
を
目
指
す
運
動
は
、
幕
末
維
新

期
を
一
貫
し
て
い
た
。

　
　

④�

「
五
か
条
の
誓
文
」由
利
案
と
か
れ
の
明
治
二
年
四
月「
建
議
書
」は
、「
公

議
輿
論
」
尊
重
の
政
治
路
線
を
「
民
衆
層
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
下
降
化
さ

せ
る
方
向
」
が
追
求
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し
た
。

　
　

⑤�

福
井
の
近
世
か
ら
近
代
を
統
一
的
に
把
握
し
、
橋
本
左
内
・
由
利
公
正
・

松
平
春
嶽
の
思
想
や
役
割
を
高
く
評
価
し
た
。
ま
た
、
横
井
小
楠
の
思

想
が
も
つ
卓
越
性
を
確
信
し
、
そ
の
今
日
的
意
義
を
強
調
し
た
。

　

三
上
氏
の
論
考
は
そ
の
独
自
性
も
あ
っ
て
大
方
の
関
心
を
よ
ん
だ
と
思
わ
れ

る
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
②
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』
に
対
す
る
当
時
の
書
評

は
お
お
む
ね
好
意
的
な
受
け
と
め
方
で
あ
っ
た
（
１
）。
そ
れ
は
⑩
『
横
井
小
楠
の
新

政
治
社
会
像
』
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
（
２
）。

　

も
っ
と
も
、
そ
こ
に
は
か
な
り
の
問
題
を
含
み
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
筆
者
な
り
に
三
上
氏
の
業
績
を

継
承
し
発
展
さ
せ
る
道
を
探
り
た
い
と
思
う
。

　
　
（
二
）
今
後
の
課
題

　

課
題
は
業
績
の
受
け
と
め
方
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
筆
者

の
関
心
か
ら
思
い
つ
く
ま
ま
に
主
な
も
の
を
挙
げ
て
み
る
。

　

ま
ず
第
一
は
、
高
木
不
二
氏
の
研
究
と
の
対
比
で
あ
る
。
高
木
氏
は
学
生
時

代
よ
り
横
井
小
楠
や
幕
末
福
井
藩
を
素
材
に
明
治
維
新
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
発
表
論
文
は
多
数
に
上
り
、
そ
れ
ら
は
二
〇
〇
五
年
刊
の
一
般
向
け
著

書
『
横
井
小
楠
と
松
平
春
嶽
』（
吉
川
弘
文
館
）、
及
び
二
〇
〇
九
年
の
研
究
書

『
日
本
近
世
社
会
と
明
治
維
新
』（
有
志
舎
）
を
通
し
て
確
認
で
き
る
。

　

氏
の
研
究
は
三
上
氏
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』（
初
版
）
を
追
う
よ
う
に
し

て
始
ま
っ
た
が
、
研
究
視
角
が
福
井
藩
・
松
平
春
嶽
と
幕
府
崩
壊
と
の
関
わ
り

方
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、分
析
や
評
価
の
仕
方
も
多
く
の
点
で
差
異
が
あ
る
。

た
だ
し
、
高
木
氏
の
場
合
、
時
期
を
細
か
く
区
切
っ
て
天
保
・
弘
化
、
嘉
永
・

安
政
、
文
久
、
慶
応
と
分
け
、
各
時
期
の
内
容
を
綿
密
に
分
析
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
各
時
期
の
矛
盾
や
特
長
を
ま
と
め
、
具
体
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
福

井
藩
幕
末
史
を
展
開
し
て
お
り
、
必
然
的
に
各
所
で
三
上
氏
の
見
解
に
対
す
る

批
判
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
独
自
に
多
数
の
史
料
を
発
掘
精
査
し
、
注
目
す
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六
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巻
一
号

べ
き
新
た
な
事
実
や
知
見
を
各
所
に
加
え
、
説
得
力
あ
る
所
論
で
あ
る
。
例
え

ば
、
慶
応
二
年
四
月
、
福
井
藩
と
鹿
児
島
藩
が
交
易
協
定
を
結
び
、
福
井
藩
は

一
七
万
両
の
資
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
た
事
実
は
、
従
来
全
く
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
押
さ
え
て
慶
応
期
福
井
藩
と
松
平
春
嶽
の
動
向
を
論
じ

る
所
な
ど
、
ま
さ
に
圧
巻
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
三
上
氏
に
つ
い
て
も
史
料

に
戻
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

高
木
氏
は
三
上
氏
の
研
究
姿
勢
に
も
批
判
的
で
あ
る
（
３
）。

三
上
氏
は
福
井
に
在

住
し
て
地
域
の
制
約
を
受
け
、
偉
人
顕
彰
的
研
究
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
で

あ
る
。
こ
の
点
は
実
際
、
幕
末
福
井
藩
政
を
好
意
的
に
論
じ
、
そ
れ
ら
を
担
っ

た
橋
本
左
内
・
由
利
公
正
・
松
平
春
嶽
な
ど
を
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
点
、

や
む
を
え
な
い
所
が
あ
る
。三
上
氏
の
研
究
手
法
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、

後
に
続
く
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
に
も
大
い
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
４
）。

　

第
二
は
、
三
上
氏
の
問
題
意
識
や
方
法
論
の
問
題
で
あ
る
。
氏
は
基
本
的
視

角
を
当
時
有
力
で
あ
っ
た
「
絶
対
主
義
へ
の
傾
斜
」
論
に
置
き
、そ
こ
か
ら
「
雄

藩
」連
合
に
よ
る
統
一
国
家
を
目
指
す「
公
武
合
体
論
」、次
い
で「
公
議
政
体
論
」

へ
と
導
い
て
い
っ
た
。
だ
が
、「
絶
対
主
義
論
」
は
今
や
過
去
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
同
じ
く
「
公
武
合
体
論
」
も
概
念
規
定
が
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
あ

ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
公
武
合
体
派
か
倒
幕
派
か
、
と
い
う
対
立
の
み
で

維
新
変
革
を
論
じ
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
研
究
者
が
多
く
、
視
点
や
研
究
法
も

多
様
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
新
た
な
視
角
が
必
要
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
こ
で
は
、
福
井
と

い
う
地
域
に
立
脚
し
た
視
点
が
大
切
と
考
え
る
。
三
上
氏
が
立
論
の
基
盤
と
し

た
原
点
で
あ
る
福
井
に
も
ど
り
、
地
域
の
立
場
か
ら
改
め
て
統
一
的
な
幕
末
維

新
史
を
展
望
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
偏
狭
な
地
域
主
義
で

は
な
く
、
学
問
的
に
も
十
分
に
批
判
に
耐
え
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
で
注
意
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
上
氏
や
高
木
氏
を
含
め
、

全
国
の
研
究
者
が
福
井
藩
を
論
じ
る
場
合
、こ
れ
ま
で
は
た
い
て
い
「
越
前
藩
」

と
呼
ん
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。幕
末
政
治
史
の
史
料
で
は
そ
れ
が
ふ
つ
う
だ
し
、

鹿
児
島
藩
を
薩
摩
藩
、
萩
（
山
口
）
藩
を
長
州
藩
と
呼
ぶ
の
と
同
じ
で
、
特
に

他
意
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
越
前
に
は
敦
賀
郡
を
除
い
て
も
、
福

井
藩
以
外
に
鯖
江
・
大
野
・
勝
山
・
丸
岡
の
独
立
し
た
各
藩
が
あ
る
。
福
井
藩

を
「
越
前
藩
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
藩
を
必
然
的
に
無
視
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

　

関
連
し
て
だ
が
、
高
木
氏
は
慶
応
三
年
の
大
政
奉
還
以
後
、
春
嶽
が
前
記
越

前
四
藩
と
の
関
係
を
深
め
、
同
四
年
三
月
に
は
「
越
前
国
諸
侯
連
合
」
を
構
想

し
た
と
指
摘
し
た
（
５
）。

筆
者
も
賛
同
す
る
が
、
実
は
こ
れ
も
高
木
氏
が
触
れ
て
い

る
よ
う
に
、
福
井
藩
は
早
く
安
政
期
か
ら
大
野
藩
の
藩
政
改
革
に
注
目
し
、
そ

の
後
の
殖
産
興
業
策
推
進
等
に
あ
た
っ
て
同
藩
と
の
交
流
を
強
め
て
い
っ
た（
大

野・
内
山
家
文
書
）。
横
浜
交
易
で
は
勝
山
藩
と
の
連
携
も
垣
間
見
え
る
（
勝
山・

松
屋
文
書
）。
そ
れ
ら
を
考
慮
す
る
だ
け
で
も
、「
越
前
藩
」と
い
う
呼
称
は
避
け
、

福
井
藩
の
動
向
を
越
前
地
域
の
中
で
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
か
ら
改
め
て
春
嶽
を
含
む
統
一
的
な
福
井
の
幕
末
維
新
を
展
望
し
て

み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
は
、
安
政
四
年
を
中
心
と
す
る
藩
政
改
革
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
上

氏
は
改
革
を
橋
本
左
内
以
来
、
安
政
六
年
ま
で
広
げ
て
、
財
政
・
教
育
・
軍
事
、

そ
れ
に
殖
産
興
業
策
に
至
る
ま
で
成
功
を
収
め
た
と
す
る
。
横
井
小
楠
路
線
は
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三
上
一
夫
先
生
の
幕
末
維
新
史
研
究
に
つ
い
て

そ
の
継
承
で
あ
っ
た
と
し
、
万
延
期
以
降
も
そ
の
延
長
上
で
語
っ
て
い
く
。
対

し
て
高
木
氏
は
当
該
期
の
諸
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
、
明
道
館
教
育
は
挫
折
し
、

財
政
問
題
は
基
本
的
に
は
解
決
さ
れ
ず
、
改
革
は
藩
内
抗
争
を
引
き
起
こ
し
た

と
す
る
。
小
楠
路
線
は
そ
の
矛
盾
克
服
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
万
延
期
以
降
も

新
た
な
矛
盾
に
直
面
し
つ
つ
展
開
し
た
と
の
説
で
あ
る
。
両
者
の
見
解
・
評
価

に
は
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
高
木
氏
の
考
察
は
史
料
を
分
析
し
て

説
得
力
に
富
む
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
筆
者
が
懸
念
す
る
の
は
、
安
政
四
年
正
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
実
施
さ
れ
た
職
制
・
民
政
・
財
政
に
関
す
る
改
革
を
、
両
者
と
も
に
あ
ま

り
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
藩
士
に
対
す
る
家
格

に
と
ら
わ
れ
な
い
役
職
の
登
用
・
降
格
、
代
官
領
の
半
減
及
び
郡
奉
行
支
配
の

再
編
成
、財
政
方
と
預
り
領
を
含
む
郡
方
と
の
統
一
、町
在
札
所
元
締
解
任
な
ど
、

家
格
と
職
制
の
分
離
、
民
政
・
財
政
部
門
の
整
理
統
合
や
再
編
成
な
ど
、
藩
政

の
抜
本
的
改
革
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は

安
政
五
年
の
春
嶽
隠
居
と
と
も
に
撤
回
さ
れ
た
た
め
か
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
だ
が
福
井
藩
が
そ
の
後
幕
政
改
革
を
強
く
要
求
し
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
件
は
そ
の
前
提
と
し
て
も
検
討
す
る
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
四
は
、
由
利
公
正
と
殖
産
興
業
策
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
由
利
は
福
井
藩
殖
産
興
業
策
の
推
進
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
藩
財
政
改
革

の
た
め
「
製
造
方
切
手
五
万
両
」
を
発
行
さ
せ
、
生
糸
な
ど
領
内
産
物
の
集

荷
・
販
売
を
一
手
に
行
う
「
物
産
総
会
所
」
を
設
立
し
、
特
に
長
崎
交
易
を
推

進
し
て
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
と
さ
れ
る
。
三
上
・
高
木
氏
も
こ
れ
ら
を
大
筋

で
認
め
、
そ
れ
を
前
提
に
由
利
を
評
価
し
、
指
導
し
た
小
楠
を
含
む
万
延
・
文

久
期
以
降
の
藩
論
の
展
開
へ
と
向
か
っ
て
い
る
（
６
）。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
周
知
の

よ
う
に
、
論
拠
と
す
る
の
は
由
利
自
身
が
晩
年
に
語
っ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
た

伝
記（
７
）の
み
で
あ
り
、
実
証
す
べ
き
史
料
は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
。
こ
の
こ
と

に
関
し
、
筆
者
は
、「
切
手
五
万
両
」
の
件
は
確
認
で
き
ず
、「
物
産
総
会
所
」

は
「
産
物
会
所
」
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
長
崎
交
易
の
成
果
も
不
明
だ
と
指
摘

し
た
（
８
）。
更
な
る
検
証
を
痛
感
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
予
断
を
含
ま
ず
由
利
伝

記
を
含
む
多
方
面
か
ら
の
再
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
五
は
民
衆
の
動
向
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
史
料
が
不
足
す
る
こ
と
も

あ
り
、
両
氏
と
も
わ
ず
か
に
触
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
幕
末
維
新

期
は
「
世
直
し
状
況
」
と
も
称
さ
れ
る
混
乱
し
た
時
代
で
あ
り
、
研
究
に
は
民

衆
の
動
向
把
握
が
欠
か
せ
な
い
。特
に
三
上
氏
の
場
合
は
横
井
小
楠
の「
民
富
論
」

路
線
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
見
地
か
ら
も
重
視
す
べ
き
課
題
の
は
ず
で
あ
る
。

　

付
記
す
る
と
、
三
上
氏
は
天
保
期
ま
で
の
福
井
藩
は
財
政
難
か
ら
専
売
制
を

し
い
て
民
衆
か
ら
の
収
奪
を
図
っ
た
が
、対
し
て
小
楠
路
線
に
よ
る
専
売
制
は
、

限
界
は
あ
る
も
の
の
「
民
富
論
」
を
基
調
に
実
施
さ
れ
た
と
評
価
し
た
。
し
か

し
、
同
氏
が
そ
の
点
を
領
民
の
生
産
と
流
通
の
場
に
立
っ
て
具
体
的
に
分
析
し

た
形
跡
は
な
く
、
評
価
は
あ
く
ま
で
推
測
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
を
含
む
民
衆
の
動
向
を
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
六
は
第
五
に
続
く
も
の
で
、
明
治
初
期
領
内
の
生
産
と
流
通
、
及
び
領
民

の
動
向
で
あ
る
。
三
上
氏
は
『
公
武
合
体
論
［
改
訂
版
］』
第
二
篇
第
四
章
に

お
い
て
、公
議
政
体
論
が
福
井
藩
で
は
藩
論
と
し
て「
憲
章
化
」さ
れ
た
と
し
た
。

そ
し
て
、こ
れ
に
基
づ
い
て
藩
政
改
革
が
実
施
さ
れ
た
と
す
る
。
幕
末
期
に「
予

期
以
上
の
成
果
」
を
あ
げ
た
物
産
振
興
策
の
機
構
を
、
明
治
元
年
九
月
に
「
改
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六
十
巻
一
号

変
」
し
、
新
た
に
「
福
井
惣
会
所
」
と
し
て
開
設
し
た
と
、
由
利
公
正
の
財
政

策
と
関
連
さ
せ
つ
つ
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
惣
会
所
」
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
は
明
白
と
し
て
、
説
明
は
あ
ま
り
に
簡
易
で
あ
り
、
具
体
的
な
運
営
や
そ

れ
と
関
わ
る
生
産
や
流
通
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
（
９
）。

故
に
是
非
取
り

組
み
検
証
す
べ
き
課
題
と
考
え
た
い
。
そ
の
際
、
明
治
三
年
八
月
に
起
こ
っ
た

武
生
騒
動
に
つ
い
て
も
注
意
し
た
い
。
こ
の
騒
動
で
は
武
生
の
福
井
藩
民
政
寮

出
張
所
や
惣
会
所
惣
代
役
宅
な
ど
も
打
毀
し
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら

を
抜
き
に
明
治
初
期
の
福
井
藩
公
議
政
体
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う

の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

こ
う
し
て
挙
げ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
挙
が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て

こ
こ
で
は
史
料
の
利
用
を
述
べ
て
最
後
と
し
た
い
。
簡
単
に
い
え
ば
、
福
井
の

幕
末
維
新
史
に
関
す
る
史
料
を
も
っ
と
活
用
し
よ
う
と
い
う
、
ご
く
当
た
り
前

の
提
案
で
あ
る
。

　

三
上
氏
が
研
究
を
開
始
し
た
一
九
六
〇
年
代
は
、
未
だ
藩
庁
関
係
な
ど
の
史

料
公
開
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
氏
の
場
合
や
む
な
く
多
く
を
戦
前
の

翻
刻
史
料
や
編
さ
ん
物
に
頼
る
し
か
な
い
の
が
実
状
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
今
日
で
は
同
氏
の
時
代
と
比
べ
古
文
書
等
の
史
（
資
）
料
公
開
が
格

段
に
増
え
、
ま
た
史
料
の
翻
刻
も
随
分
と
進
ん
で
い
る
。
多
く
の
藩
政
史
料
を

所
蔵
す
る
松
平
文
庫
（
福
井
県
立
図
書
館
寄
託
）
や
春
嶽
公
記
念
文
庫
（
福
井

市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
蔵
）
等
の
文
書
目
録
が
整
備
さ
れ
、
多
く
は
直
接
確
認

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。『
福
井
県
史
』・『
福
井
市
史
』等
の
各
自
治
体
史（
誌
）

の
刊
行
も
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
。
更
に
福
井
県
文
書
館
や
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
が
開
館
し
、
研
究
環
境
は
驚
く
ほ
ど
整
っ
て
き
て
い
る
。

　

お
か
げ
で
未
整
理
の
新
史
（
資
）
料
が
発
見
さ
れ
た
り
、
新
た
な
知
見
が
報

告
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。
一
例
を
示
し
て
お
こ
う
。
幕
末
藩
政
史
の
展

開
を
見
る
に
は
、
当
該
期
家
臣
団
の
人
事
関
係
記
録
の
確
認
が
必
須
だ
が
、
幸

い
松
平
文
庫
に
は
福
井
藩
の
も
の
が
か
な
り
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
量
の
多
さ
も
あ
っ
て
読
破
は
容
易
で
な
く
、
長
く
つ
ま
み
食
い
程
度
に

利
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、高
木
不
二
氏
は
人
事
履
歴
記
録
で
あ
る
「
旧
藩
制
役
成
」
（
（（
（

に
よ
っ

て
重
要
な
事
実
を
見
出
し
た
。
こ
れ
を
丹
念
に
追
っ
た
結
果
、
そ
れ
ま
で
兵
器

製
造
を
担
当
し
て
い
た
製
造
方
役
人
が
、
い
ず
れ
も
安
政
五
年
十
一
月
十
六
日

に
「
制
産
方
」
に
役
替
え
と
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。「
制
産
方
」

は
そ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
役
所
で
あ
り
、
氏
自
身

後
に
こ
れ
を
〝
発
見
〟
と
呼
ぶ
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
（（
（

。「
制
産
方
」
設
置
の
結
果
、

軍
制
改
革
が
停
止
さ
れ
、
藩
政
改
革
全
体
は
横
井
小
楠
の
指
導
す
る
殖
産
興
業

策
へ
と
転
回
し
、
そ
れ
が
文
久
期
に
続
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
高
木
氏
の
よ
う
に
人
事
記
録
を
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、

そ
こ
か
ら
新
た
な
福
井
幕
末
維
新
史
が
開
け
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
、

人
事
記
録
を
徹
底
し
て
分
析
し
、
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
た
研
究
が
す
で
に
教
育

史
関
係
で
現
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

同
様
に
し
て
他
の
諸
史
（
資
）
料
に
よ
る
新
た
な
研
究
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
文
久
期
の
横
井
小
楠
と
由
利
公
正
、
そ
れ
に
坂
本
龍
馬
の
福
井
城
下
に

お
け
る
動
向
な
ど
、
随
分
と
正
確
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
（（
（

。
そ
の

史
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
春
嶽
の
側
向
頭
取
が
毎
日
の
か
れ
の
動
静
を
克
明
に

記
し
た
「
御
用
日
記
」（
松
平
文
庫
）
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
安
政
六
年
か
ら
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三
上
一
夫
先
生
の
幕
末
維
新
史
研
究
に
つ
い
て

慶
応
四
年
の
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
お
り
、
春
嶽
の
公
私
に
わ
た
る
生
活
を
知

る
上
で
も
大
変
有
益
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
史
料
に
関
し
て
は
福
井
県
文
書
館
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
も
注
目

し
た
い
。
同
館
で
は
二
〇
一
〇
年
以
来
「
松
平
家
譜
」（
越
葵
文
庫
、
福
井
市

立
郷
土
歴
史
博
物
館
寄
託
）
に
取
り
組
み
、「
慶
永
」
分
を
翻
刻
し
て
『
越
前

松
平
家
家
譜　

慶
永
』
全
五
冊
を
刊
行
し
、
一
三
年
か
ら
は
幕
末
維
新
期
の
人

事
記
録
（
松
平
文
庫
）
を
ま
と
め
た
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
刊
行
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
春
嶽
の
「
御
用
日
記
」
は
写
真
複
製
本
の
ほ
か
画
像
デ
ー
タ
公
開

も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
今
後
全
く
新
た
な
福
井
の
幕
末
維
新
像
も

い
つ
か
展
望
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　

三
上
氏
の
研
究
に
学
び
、
そ
れ
ら
を
ど
う
今
後
に
つ
な
げ
、
福
井
の
歴
史
を

豊
か
に
で
き
る
か
を
考
え
て
き
た
。
驚
嘆
す
べ
き
は
福
井
と
い
う
環
境
で
、
し

か
も
公
務
を
抱
え
つ
つ
、
実
に
精
力
的
に
歴
史
研
究
に
邁
進
し
て
き
た
氏
の
強

靱
な
姿
勢
で
あ
る
。
積
み
上
げ
ら
れ
た
膨
大
な
業
績
を
前
に
は
、
た
だ
脱
帽
す

る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

氏
は
ま
た
強
い
現
代
的
な
問
題
意
識
―
民
族
問
題
や
平
和
、
民
主
主
義
―
を

も
ち
、
史
料
を
博
捜
し
て
歴
史
像
を
描
い
て
き
た
。
研
究
の
成
果
を
中
央
の
研

究
史
の
中
に
意
義
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
て
氏
に

よ
っ
て
福
井
の
幕
末
維
新
史
は
初
め
て
全
国
的
な
研
究
の
中
に
組
み
入
れ
ら

れ
、
わ
れ
わ
れ
も
大
い
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
衆
へ
の
視

点
を
常
に
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
も
氏
の
特
色
で
あ
っ
た
。
歴
史
を
単
に
支
配

の
枠
の
中
だ
け
や
、
社
会
現
象
と
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
存
在
と
し

て
の
民
衆
の
向
上
を
常
に
重
視
し
、
だ
か
ら
こ
そ
小
楠
の
民
富
論
に
傾
倒
し
て

や
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
郷
土
愛
、
郷
土
の
誇
り
を
強
く
掲
げ
、
研
究
そ
の
も
の
も
多
く

の
批
判
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
み
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
直
視
し
つ
つ
、
氏
の
業
績
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

註（
１
）
管
見
の
範
囲
で
書
評
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

舟
澤
茂
樹
「
三
上
一
夫
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
四
巻
五
号
、

一
九
七
九
年
）。

　

毛
利
敏
彦
「
三
上
一
夫
著
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』（『
歴
史
評
論
』
三
六
六
号
、

一
九
八
〇
年
）。

　

入
交
好
脩
「
三
上
一
夫
著
『
公
武
合
体
論
の
研
究
』（『
社
会
経
済
史
学
』
四
六
号
、

一
九
八
〇
年
）。

　

井
本
三
夫
「
三
上
一
夫
著
『
公
武
合
体
論
の
研
究
―
越
前
藩
幕
末
維
新
史
分
析
―
』
に

よ
せ
て
」（『
日
本
海
地
域
史
研
究
』
第
四
輯
、
文
献
出
版
、
一
九
八
二
年
）。

　

山
本
弘
文
「
三
上
一
夫
著
『
公
武
合
体
論
の
研
究
―
越
前
藩
幕
末
維
新
史
分
析
―
（
改

訂
版
）』」（『
土
地
制
度
史
学
』
一
三
六
号
、
一
九
九
二
年
）。

（
２
）
沖
田
行
司
「
三
上
一
夫
著
『
横
井
小
楠
の
新
政
治
社
会
像
―
幕
末
維
新
変
革
の
軌
跡

―
』」（『
日
本
史
研
究
』
四
一
九
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
３
）�高
木
不
二
『
横
井
小
楠
と
松
平
春
嶽
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
五
年
）
の
「
は
じ
め
に
」

参
照
。
な
お
、
同
氏
に
は
書
評
「
三
上
一
夫
『
幕
末
維
新
と
松
平
春
嶽
』」（『
明
治
維

新
史
研
究
』
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。
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六
十
巻
一
号

（
４
）
三
上
氏
へ
の
批
判
は
早
く
前
掲
井
本
氏
書
評
で
も
出
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
前
掲
『
横
井
小
楠
と
松
平
春
嶽
』
二
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
こ
こ
で
「
大
筋
」
と
い
う
の
は
殖
産
興
業
策
・
富
国
策
の
こ
と
で
あ
る
。
高
木
氏
は

財
政
問
題
に
つ
い
て
は
、
安
政
・
文
久
改
革
で
も
根
本
的
な
改
革
が
な
さ
れ
ず
、
前
述

の
慶
応
期
鹿
児
島
藩
と
の
交
易
開
始
は
元
治
期
の
赤
字
財
政
と
そ
の
後
の
軍
備
増
強
策

が
背
景
に
あ
る
と
説
明
し
て
い
る（
同
氏
前
掲『
日
本
近
世
社
会
と
明
治
維
新
』第
三
章
）。

（
７
）
三
岡
丈
夫
編
『
由
利
公
正
伝
』（
光
融
館
、
一
九
一
六
年
）、
及
び
由
利
正
通
編
『
子

爵
由
利
公
正
伝
』（
一
九
四
〇
年
）。

（
８
）拙
稿「
幕
末
期
、福
井
藩
の
殖
産
興
業
策
に
つ
い
て
―
産
物
会
所
の
成
立
を
中
心
に
―
」

（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
一
一
号
）、
及
び
同
「
幕
末
期
、
福
井
藩
の
他
国
交
易
に
つ
い

て
―
橫
浜
・
長
崎
・
下
関
に
お
け
る
―
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
一
二
号
）。

（
９
）
三
上
氏
の
明
治
初
期
農
村
分
析
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、「
明
治
初
期
農
村
の
諸

職
業
―
越
前
・
川
西
地
区
を
中
心
に
―
」（
前
掲
⑥
『
日
本
近
代
化
の
研
究
』
第
三
章
）

が
あ
る
が
、
内
容
は
詳
細
な
が
ら
単
な
る
分
析
に
終
わ
り
、「
民
富
論
」
な
ど
と
は
切
り

結
ん
で
い
な
い
。

（
⓾
）三
上
氏
は『
福
井
県
史
』通
史
編
５ 

近
現
代
一
の
第
一
章
第
一
節
四
項
で「
武
生
騒
動
」

と
題
し
て
こ
の
問
題
を
執
筆
し
た
が
、
氏
の
研
究
と
の
関
連
に
は
直
接
触
れ
て
い
な
い
。

（
⓫
）『
福
井
市
史
』
資
料
編
５ 

近
世
三
所
収
（
福
井
市
、
一
九
九
〇
年
）。

（
⓬
）
高
木
不
二
「
解
説
」（『
福
井
藩
士
履
歴
三　

け
～
そ
』（
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書

一
一
、二
〇
一
五
年
）。

（
⓭
）
熊
澤
恵
里
子
「
幕
末
維
新
期
の
福
井
藩
政
改
革
と
藩
校
―
地
方
教
育
史
研
究
の
視
点

か
ら
―
」（『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
及
び
同
『
幕
末
維
新

期
に
お
け
る
教
育
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
⓮
） 

吉
田
健
「
由
利
公
正
と
福
井
藩
」（『
由
利
公
正
生
誕
一
八
〇
年
記
念　

笠
原
白
翁
生

誕
二
〇
〇
年
記
念
歴
史
講
座
講
演
録
』
福
井
市
（
財
）
福
井
市
歴
史
の
み
え
る
ま
ち
づ

く
り
協
会
、
二
〇
一
〇
年
）
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。
な
お
、
吉
田
氏
に
は
他
に
も
新

史
（
資
）
料
の
紹
介
や
そ
れ
ら
を
用
い
た
す
ぐ
れ
た
研
究
が
少
な
く
な
い
。

（
付
記
）

　

本
稿
の
執
筆
に
取
り
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
当
年
五
月
三
日
、
福
井
県
史
研
究

会
会
長
・
吉
田
健
氏
が
逝
去
さ
れ
た
（
享
年
六
十
八
歳
）。
氏
は
福
井
県
史
・
福
井
市
史

両
自
治
体
史
の
近
現
代
史
部
会
調
査
執
筆
員
を
務
め
、
ま
た
そ
の
間
福
井
県
史
の
編
さ

ん
事
務
局
に
も
長
年
勤
務
す
る
な
ど
、
三
上
一
夫
先
生
と
は
大
変
近
く
、
い
わ
ば
車
の

両
輪
の
ご
と
き
立
場
で
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
更
に
福
井
県
史
編
さ
ん
事
業

の
終
了
後
は
福
井
県
文
書
館
の
創
設
に
取
り
組
み
、
古
文
書
の
整
理
と
公
開
の
体
制
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
研
究
者
と
し
て
も
多
大
の
業
績
を
残
さ
れ
た
。
氏
の
ご
功

績
を
し
の
び
、
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。


